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Fig. 1 (a)は記録された動画の全体像。（b)は動画から数値化した輝度の高い領域を示す。
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. 概 要
健常な心筋の拍動の超音波解析データについて，Bekki-Nozaki Hole が見いだされた[1]。生理学的な
意味は未だ明らかでない。一方，in vitro の系で，SPOC（筋原線維の自励振動現象，Spontaneous Os-
cillatory Contraction)[2]というより単純な系が知られており，理論的な考察も進んでいる。そこで，
SPOC について，健常な心筋の拍動と同様の BN Hole が観測できないか検討に着手した。
従来の SPOC のデータは収縮の単位と考えられるサルコメアに着目したデータ収集であり，そのまま
では議論できないことがはっきりした。
. 方 法
幼若心筋細胞の SPOC 現象のデータを解析対象とした。他の SPOC 同様，細胞膜が破壊されてCa2＋
イオン濃度が一定の条件下での自励振動である。（Fig. 1）
データは収縮方向に対して，輝度の高い領域をガウス近似して，その相対位置 6 か所について，フレー
ムごとに記録した。動画像は54.61fps で9.11秒間記録された。6 か所の相対位置の差がサルコメア長に相
当すると考えられる。得られた数値データについてフリーウエアの SPCANA Ver.4.91[3]を用いて解析
した。
. 結 果
記録された数値データについて，FFT 解析を行った。（Fig. 2）
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上記の Fig. 2 の(a)はパワースペクトルを示し，（b)は対数スケールに直したものである。
図から，明らかなように得られた数値データの解析は単純な1.21 Hz 程度の振動波でよくあらわされてお
り，高調波が観察されるだけである。つまり，CGLE の解析解である BN Hole が表す位相のジャンプの
ような特性をこのデータから計算できなかった。
. 今後について
結果からは，画像内の位置をサルコメア単位というフィルターで変換して，さらにガウス近似を行った
ために微細な情報が欠落してしまったと考えられる。そこで，画像データの数値化をピクセル単位の輝度
分布に変換して，画像位置情報と輝度情報の単純な地理データのような扱いとして数値化しなおすことが
必須である。数値化されたデータについては，熱振動現象に見出された BN Hole の例[4]があり，詳細
な解析を行えば BN Hole を見出すことは可能かもしれない。さらに，理論的な解析が進む SPOC にお
いて，BN Hole の検討が進めば，より詳細，かつ，現象に即した収縮モデルの理解につながるかもしれ
ない。
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